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インフルエンザウイルスについて

食品安全委員会（第３８回会合）資料２－１「鳥インフルエンザ不活性化ワクチンを接種した鳥類に由

来する食品の食品健康影響評価について」の別添より抜粋。

一般的性質について○
インフルエンザウイルスはオルトミクソウイルス 科に属し、蛋白質(Orthomyxoviridae)
とリン脂質からなるエンベロープ 膜 を有し、遺伝子として を有する、粒子径 ～( ) RNA 80
のウイルスである。核タンパク質 及びマトリックス蛋白質 の抗原性によ120nm (NP) (M1)

り、 、 及び 型に分類される。ヒトインフルエンザウイルスでは、 ， ， 全てのA B C A B C
型の存在が知られているが、ほとんどの脊椎動物では 型のみが知られている。 型のA A
ウイルスはさらに、エンベロープから突出している生物学的に重要な つの蛋白質、血2

、球凝集素ヘムアグルチニン ； とノイラミニダーゼ ；( (Haemagglutinin) H) (Neuraminidase N)
15 H 9 Nのアミノ酸配列もしくは抗原性の違いにより亜型に分類されている 種の 種の。 、

が確認されており、この中のいくつかが種々の組み合わせで検出されている。特に鳥類
。では 種の 、 種の 全ての亜型が検出されている15 H 9 N (1,2,3,4,5,6)

インフルエンザウイルスは、 以下で不安定となり、 以下では失活するとされpH6 pH3
ている。また、加熱によっても失活するとされており、 ℃なら 分の加熱で失活する60 30

WHOとされている 一般的に加熱温度が高くなると失活に必要な時間はさらに短くなる。 。
では食品の内部温度が ℃になるよう加熱することを推奨している。一方低温では比較70
的安定であり、 ℃で数週間、 ℃で数ヶ月間、 ℃で数年間程度安定であるとされ4 -20 -40
る や温度に対する安定性は株によって若干異なっている。 に対する安定性(2,3,5,7,8,9)。pH pH

、 、は 亜型と関連があり は他の 亜型と比較して低 に対し不安定である一方H H5, H7 H pH
。加熱に対する安定性は亜型とは無関係であるとする報告がある(10)

このことは、輸送や保管の過程ではウイルスは失活しにくいが、摂食に際しての加熱

調理や胃酸による消化によりウイルスの失活が期待できることを示している。

鳥インフルエンザについて○
鳥類のインフルエンザは「鳥インフルエンザ 」と呼ばれ、 型インフ(Avian Influenza) A
ルエンザウイルスの感染によって起こる伝染性の疾病である。多くの場合、鶏がインフ

、 、ルエンザウイルスに感染しても死亡等の重篤な症状は示さないが 亜型の中にはH5, H7
ウイルスの感染を受けた鶏が高率に死亡するような特に強い病原性を示すものがあり、
「 」 。高病原性鳥インフルエンザ ； と呼ばれている(Highly Pathogenic Avian Influenza HPAI)
本病の症状は多様であり、鶏、七面鳥、うずら等が感染すると、主要な症状として、突

然の死亡、呼吸器症状、顔面、肉冠もしくは脚部の浮腫、出血斑もしくはチアノーゼ、
産卵率の低下もしくは産卵の停止、神経症状、下痢又は飼料もしくは飲水の摂取量低下
などが現れる 。鳥インフルエンザに感染した鶏の筋肉及び卵からはウイルスが検出さ(1,2,9)

れたという報告がある 。(11,12)

一方、カモ等の水鳥は鶏に を引き起こす亜型の鳥インフルエンザウイルスに感染HPAI
しても症状を示さず、これらのウイルスのキャリアーとなることが知られている。鳥の
種類又は分離されたウイルス株により症状やウイルスの排出量は異なる 。(1,3,4,5,8,9,13)
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インフルエンザウイルスの宿主特異性について○
は鶏間では感染性が強く、適切に処置されない場合、短期間にまん延し多大な被HPAI

害を与える。しかしながら、ヒトがこのウイルスに感染した事例は限定されており、鶏
の感染数と比較して著しく少ない。このことは、インフルエンザウイルスの感染には宿

主特異性、いわゆる種の壁があると考えられる。宿主特異性を決定する要因はいくつか
推定されている。
例えば、インフルエンザウイルスが動物に感染するためには細胞表面に吸着する必要
があるが、この吸着の特異性がヒトとトリのインフルエンザウイルスでは異なっている
ことが知られている。インフルエンザウイルスは、動物細胞表層のシアル酸を含む糖鎖

構造を受容体として認識するが、トリから分離されたウイルスはシアル酸α ガラクト2-3
ースの結合様式に選択的に結合するのに対し、ヒトから分離されたウイルスはシアル酸
α ガラクトースに対して選択的に結合する。また、ヒトへインフルエンザウイルスが2-6
感染するとされる気管上皮細胞ではα が主要な受容体であり、アヒルでインフルエン2-6
ザウイルスがよく増殖する腸管上皮細胞ではα が主要な受容体であることから、これ2-3
が宿主間での感染性の違いに寄与しているのではないかとする報告がある 。なお、ヒ(2,14,15)

トにおいては、α 受容体は至る所に存在しているが、ヒトへのインフルエンザウイル2-6
スの感染は通常、気管上皮細胞を通じて起こる。これには気道に存在する蛋白質分解酵

2-3素が関与しているのではないかと考えられている 一方、ブタの呼吸器上皮にはα(16)。

及びα 受容体がともに存在していることが知られており、新種のウイルスがブタを通2-6
じて生まれるのではないかという説の根拠の一つとなっている 。(2,14)

ただし、 年の香港における流行では、鳥インフルエンザウイルスに感染したヒト1997
及びトリから分離されたウイルスは、ともにトリ型のα 受容体に選択的に結合したと2-3

、 。報告されており 受容体結合性の違いのみで宿主特異性を説明することはできていない(17)

また、ヒトインフルエンザウイルスはヒトの体温に近い ℃程度でよく増殖し、 ℃37 42
では増殖効率が落ちるが、鳥インフルエンザウイルスは鳥の体温に近い ℃でも増殖す42

。るという報告が存在している(18)

このように、宿主特異性のメカニズムは完全には解明されていなものの、いくつかの

生物化学的な性質の違いから、鳥インフルエンザウイルスのヒトへの感染は容易には起
こらないと考えられている。しかしながら、鳥インフルエンザウイルスにヒトが感染し
た事例は存在しており、呼吸器系を通じた感染には注意が必要である。
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